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倉敷市水島地域の沖積地盤地質 
Geology of Holocene deposits in Mizushima Area, Okayama Prefecture, Japan 
鈴木茂之 (Shigeyuki SUZUKI)* 
The study area, Mizushima is occupied by polder and reclaimed land. The ground of this area is 
composed of the Holocene deposits below the surface. The deposits are mostly 10 to 20m in 
thickness and composed of 2 units, the B Unit and C&D Unit. The B Unit is composed of muddy 
sand with 2 to 3m in thickness. This unit is thought to be deposited in the mouth of paleoriver. The 
C&D Unit is composed of marine mud and sand with 10 to 15m in thickness. This unit is especially 
soft and will expand ground oscillations during an earthquake.  
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図１ 水島地域の地形区分図 
Ⅰ. はじめに 
 岡山市南部地域と同様に、倉敷市地域も近世以
降さかんに干拓が行われた地域である。江戸時代
から明治時代にかけて倉敷、玉島地域の干拓事業
が進められ、陸域が急速に拡大していった。水島
地域はその干拓地を流れていた、東高梁川の河口
部にあたる。この東高梁川が廃川となった旧河床
が、昭和 18 年に飛行機工場建設のために埋め立て
られたが、これがその後の広大な水島工業地帯に
発展した埋立地の造成の始まりとなった（倉敷市
コンビナート防災審議会•倉敷市消防局，1995）。
最近まで海であったため、海底に堆積したままの、
軟弱な地盤が広がっている。この地盤は地震の震
動を増幅させたり、液状化現象を引き起こしやす
い性質を持っている。このため防災の観点からも、
本地域の地質の検討が必要である。 
 本研究は平成 16～18 年度岡山大学学内 COE 研
究「コンビナート防災•耐災の高度システム化（水
島地域への適用）（代表；工学部鈴木和彦教授）」
のうち、地震防災の分担として取り組まれた。水
島地域の沖積地盤についての資料として、中国地
方基礎地盤研究会（1995）による岡山県地盤図と、
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岡山の地盤震動研究会（1999）による地盤震動予
測を中心にした報告がある。岡山平野の沖積層の
層序については従来堆積相によって区分されてい
たが、鈴木（2000）は海水準の安定期に形成され
た泥炭層を鍵層として層序をみなおし、沖積層を
下位から、B 層、C 層、D 層に区分している。それ
ぞれの層と海水準変動との関係は鈴木（2004）で
検討された。ここでは水島地域の沖積層を、鈴木
（2000）が行った基準で層序をみなおし、それを
もとに沖積層の基底等深線図を作成した。本地域
の沖積層の堆積環境や堆積史を明らかにすること
は、地盤の特性を理解するうえで基礎的な資料と
なる。 
 
Ⅱ. 地形概要 
 山地と平野が明瞭に区別できる（図１）。山地は
侵食地形であり、起伏を伴う高まりをなしている。
本地域内の山地は干拓が行われる前まで島であっ
た。海側の斜面には、波蝕によると考えられる急
崖が所々認められる。平野は堆積地形であり、現
地形は沖積層の堆積によって形成された平坦面で、
さらに人工的な埋め立てなどの改変を受けている。
平野は沖積低地、干拓地、埋立地に区分できる（図
１）。沖積低地は干拓以前から陸地であった地形で、
小規模な谷底平野と、海浜からなる。海浜の部分
も小規模であるが、後浜の微高地が残っている。
干拓地はかつて干潟であった場所を、堤防によっ
て海水を遮断して陸地化したものである。標高は
０～１ｍと低い。干拓後から大正の河川改修まで
の間、東高梁川が連島から水島港へ流れていた。
その流路付近には自然堤防による微高地が形成さ
れた。埋立地は工場建設を目的に太平洋戦争中か
ら造成が始まった。浅海であった土地が盛土によ
って埋め立てられ、標高４ｍほどの陸地が形成さ
れている。限られた地域ではあるが玉島では江戸
時代の埋め立てによって造成された土地がある。 
Ⅲ. 地質概要 
 基盤岩、洪積層、沖積層からなる。基盤岩は山
地に露出し、平野部では上位の被覆層の基盤とし
て地下に分布する。中•古生層のホルンフェルス、
白亜紀流紋岩、白亜紀花崗岩からなる。洪積層は
地表には露出していないが、平野の地下で沖積層
の下位に広く分布している。礫層主体で砂層と泥
層を伴う。ほとんどは河川成の地層である。礫層
の N 値は 50 以上である。泥層では 50 を超えるも
のから、10 程度の N 値がある。洪積層からは年代
を示す証拠が得られていないが、第三系、第四系
大阪層群相当層、更新統段丘堆積層などが含まれ
ている可能性がある。塩生では AT 火山灰層の下位
に貝化石を含む砂層が存在する。ルーズな砂の産
状から大阪層群よりは新しく、最終間氷期の段丘
堆積層である可能性があるが明らかではない。沖
積層は平野の表層部をなして広く分布する。干潟
や河口の環境にあったため、泥や細粒な砂が主体
の軟弱な地層である。 
 
Ⅳ. 沖積層 
 本研究では鈴木（2000）による区分に基づいて
既存の資料（中国地方基礎地盤研究会，1995 など）
を再検討した。これまで洪積層と沖積層の区別は
堆積相と N 値の違いによってなされてきたが、洪
積層の最上部には AT 火山灰層と泥炭層が残って
いることが多いことから（鈴木，2000）、沖積層は
その泥炭層より上位とした。本地域の沖積層はほ
とんど海成層であるので泥炭層を鍵層にした区分
はできないため、年代と堆積相で区分した。鈴木
（2000）は沖積層を下部の B 層、中部の C 層、上
部の D 層に区分したが、本地域では B 層と C 及び
D 層の２層に区分できた。C 層と D 層を一括した
のは、これらの地層が海成層であるため、C 層と D
層の境となる C 層最上部の泥炭層が発達しないた
めである。 
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図２ 沖積層基底の等深線図            図３ 表層地質図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 沖積層の地質断面図 
 断面図位置は図２に示す 
18 鈴木茂之 
 沖積層基底面；洪積層最上部の泥炭層直上を沖
積層基底とした（鈴木，2000）。その泥炭層を欠く
場合は堆積相と N 値を参考に推定した。一般に N
値がほぼ 50 以上の礫層が、急に軟弱な N 値が５以
下の泥層に変わることが多く、この境界が沖積層
の基底とみなされる。泥層や砂層がくりかえして、
明瞭な境界がない場合は、泥層の N 値で推定した。
N 値 10 以上は洪積層に N 値３以下は沖積層とし
て、付近での境界深度を参考にして求めた。本地
域の地形は北の陸域と南の海域からなっている。
基底はこの地形に対応して、北から南に緩く深度
を増していく（図２）。その一般的な深度は 10m か
ら 20m である。地域北部では干拓地の地下に、深
度 10m の平坦面が広がる。高梁川とかつての東高
梁川の地下は谷地形をなしている。最も深い場所
は、現在潮流が強く深くなっている上水島と下水
島の北側とほぼ一致する。 
B 層（図４）；沖積層基底面が 11m より深くなる
あたりから、南側に分布する。基底の起伏を埋め
るように分布している。厚さは 3m 程度以下である。
鈴木（2004）は水島地域内の本層において、8230
±40yrB.P. の年代値を示すカキ化石が存在するこ
とを明らかにしている。泥質な砂や泥または砂か
らなる。当時の河口に堆積したものと推測される。
本層の泥層の N 値は３程度である。海進によって
８千年前頃には海面がこのあたりまで上昇してき
たことがわかる。 
 C 及び D 層（図４）；本地域の沖積層のほとんど
を構成する。泥層と砂層からなる。厚さは 10m か
ら 15m 程度である。泥層は層理のない塊状をなす。
貝化石など海成化石を含む。河口より沖合の、潮
流の影響を受けない内湾に堆積したものである。
砂層は河口に堆積したものと、潮流によって堆積
したものに区分できる。干拓後にできた東高梁川
に沿う砂層は河川による。河口成砂層は細粒な砂
からなり、貝化石を含むことがある。弥生の小海
退以後は海側に向かって分布を拡大している。潮
流による砂層は現在の上水島と下水島の北側の海
底に分布する。中粒から粗粒な砂からなり貝の破
片を伴う。泥層の N 値は一般に０で、砂層では５
程度である。間隙水を多く含み軟弱な地盤をなす。
水島地域全域において、地震時には震動が増幅さ
れる。図３に示される、表層が砂からなる地域で
は液状化が発生する可能性がある。 
 
Ⅴ. おわりに 
 沖積層の堆積相や厚さを記載し、さらに堆積し
た当時の地形的環境などを解説した。これらは地
震防災のための資料としても参考になるものと考
えられる。この研究を通して、いわゆる洪積層は、
いくつかの地層から構成されることが予測され、
今後の課題として残された。応用地質学的にも、
洪積層が地盤震動の増幅にどの程度影響を及ぼす
か、沖積層による影響とあわせてどのような震動
になるかということも、今後検討すべきと考えら
れる。 
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